
⼤阪市
東成区�� 神路地区防災計画
災害はいつ起こるかわかりません。災害に⽴ち向かうためには、事前の
備え正しい知識がとても重要です。本書が災害時に役⽴てればと計画し
ました。 神路地域活動協議会
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オフィスの災害に備えるチェックシート　（日常の備え）
災害に備え、身の回りの危険箇所の確認をしておきましょう

➁

デスク周辺の固定方法例

中間置収納家具の固定方法例 ローパーテションの固定方法例

【オフィス防災でやるべき9つのこと】
□ 避難経路を確保する
□ 備蓄品・防災グッズを用意する
□ 家具や機器の転倒対策をする
□ ガラスの飛散防止対策をする
□ 扉の周辺やデスク周りに大きな家具を置かない
□ 情報収集・伝達や安否確認の方法を考える
□ パソコンのバックアップを定期的に行う



家族会議で災害発生時の家族の安全確認・集合場所などを話しあう
➀家の中にいたら(声掛け・居場所把握、出入り口までの通路の安全を確認)  
②外出していたら(避難指示に従い安全確保、無理に帰宅しない)　
③連絡方法(電話・伝言ダイヤル）➃最終的な集合場所(避難所・知人宅など）

　非常持ち出し袋は、玄関近くや車の中、物置など、家屋倒壊の際も
持ち出しやすい場所に置きましょう。また外出時の被災を考え、常に
持ち歩くカバンに最低限必要な物品の準備も有効です。

③

在宅避難のために用意しておくもの

「非常持ち出し品や備蓄品などの準備」（大阪府）より



　災害時の情報取得について(正しい情報を得る)
　災害時には高齢者、子ども、外国人または、屋外にいる住民のみなさまが確実に
避難できるように、緊急事態が発生したことを確実に伝える必要があります。
特に災害発生直後は混乱し多種多様な情報が交錯した中で、確実な情報を得て判断
していく必要があります。
　大阪市では同報系防災行政無線、スマートフォン用の大阪市防災アプリや緊急速
報メールに加えて危機管理室のTwitter、ひがしなり防災情報LINEなどで、より広
く情報が伝わるように備えられています。

また、町会では神路地域活動協議会ホームページ、
神路ふれあい会館公式LINEが災害モードに切り替わります。

https://kamiji-tikatu.sakura.ne.jp
/comm/神路災害発生

神路地区での対応

神路地区の防災情報

 
ふれあい会館公式LINE

町会別避難場所一覧を確認

➃

おおさか
防災ネット

災害伝言ダイヤルの利用方法

災害発生後３時間後を目処に、自主防災組織が
神路小(相生中)に集合して避難所設営(避難受付）
や今後の対策や避難所運営に関わります。
＊ご近所のコミュニケーションを図ること、そして
町会や地域活動に無理のない範囲で参加することの
先に、住民を交えた防災力の向上につながります。

１．【1】【7】【1】をダイヤルします。
２．音声ガイダンスに従って、録音の場合は【１】を、再生の場合は【2】
　　を押します。
３．音声ガイダンスに従って、連絡を取りたい方の電話番号を入力します。
　　伝言を録音・再生することができます。
　　＊暗証番号をつけて録音・再生することもできます。
４．毎月１日と１５日は体験利用ができます。

災害用伝言板（web171）もあります。災害用伝言板（web171）もあります。

避難所開設基準
地震の場合

・震度5弱の地震発生
　区災害対策本部および
　「地域災害対策本部」を設置
・震度6以上で災害時避難所開設
風水害の場合

・(洪水等）警戒レベル3以上が
　発令されたとき

＊台風等の場合、避難勧告等が
発令されていない段階におい
て、一時的な避難所を開設する
場合等は、開設場所を区で判断
し、基本的に地域の協力を得な
がら区が開設。



大地震 発生！
 自分の命を最優先で守る

揺れが収まる

 二次災害を防ぐ

情報収集（第一段階）

テレビ・ラジオ・スマートホンなどで地震情報を確認
自社や近隣状況の被害状況を確認

避難所生活
避難所では必ず名簿記入し、
ルールを守り集団生活する。

消火・救助要請

帰宅できない(会社は危険)

災害時避難所開設

情報収集/

避難所閉鎖/自宅生活できる

状況の確認
　➀火が出ていないか　②社員は安全か　③外にでられるか

在宅避難届出

支援物資受取

　災害が発生したら(避難の判断と行動)

 問題

安全の確保(机の下等に隠れ、倒れやすいものから離れる)　
火を使っているときは、慌てて消しに行かない

コンロの火・ストーブ(電気含む）を止める
　近隣救助

台風・豪雨が来たら

電気ブレーカ落とし、ガス元栓閉め
る/窓や扉に鍵をかける。
一時集合/避難場所へ移動
情報収集（第二段階）

近隣火災発生
安全確保

火事救急：119、安否確認：171

 問題

帰宅できない(会社は安全)

大地震が発生したら
　地震は、台風・豪雨と違い発生の瞬間までわかりません。前もって、ご自身・社員を災
害から守るために落ち着いた行動ができるように知識をつけましょう。

地震とちがい、天気予報などの情報から被害が発生する前に備えることができます。
慌てずに、気象情報や避難情報を収集して備えましょう。地区に避難所が開設された
ら、不安がある場合は「非常持ち出し袋」をもって避難しましょう。

⑤

避難所にいる人全員が、役割を
分担し助け合って避難生活を
送ります。
＊避難所であっても利用可能な
設備には限りがある。

避難所が開設され、各自が落
ち着いた頃合いで、指定の災
害時避難所の受付で在宅避難
登録を行う。
帰宅可の場合は帰宅する。

自社オフィスで
一時避難生活

会社避難では
・飲料水・食品を確保。
・トイレに関しては非常用簡易ト
   イレ準備。
・電気(灯)の確保。
・ゴミは収集可能になるまで
   会社保管
・絶えず、だれかと連絡しておく。



１．避難所が開設され、各自落ち着いた頃合で避難所受付まで在宅避難の登録を
　　行ってください。支援物資の受給が可能となります。
　　食料・支援物資の配給は、原則と避難所でけでなく在宅避難者を含めた全員分を　
　　確保するまで配給されません。
２．飲料水の備蓄
　　避難所に備蓄されている飲料水には限りがありますので、目安とされる分量を
　　各家庭誘で備蓄しておきましょう。
　　＊備蓄の目安　家族一週間分（一人一日　３リットル）
３．排�の処理　
 　  非常用簡易トイレを備蓄をしておきましょう。
　　水道管の破裂などによって水道の流れが止まると下水の流れも止まります。
　　＊備蓄の目安　家族一週間分（ペットシートなども有効です。ゴミ袋も忘れずに)
　　＊ゴミ処理・汚物処理 災害時は、道路事情などによりごみ収集ができなくなる
　　　ことが想定されます。収集再開までは自宅で保管することが原則です。

４．電気の確保
　　停電時に灯を確保するためＬＥＤライトと乾電池を備蓄しておきましょう。
　　ローソクは火事の原因となるため危険です。
　　＊情報機器を充電するためにモバイルバッテリも用意しましょう。

１．避難所が開設されるまで、待機所で、原則、町会単位で待機します。
２．世帯単位で名簿登録用紙と番号カードを受け取り、居住スペースに
　　誘導され、避難者名簿に記入(番号も)し、担当者に提出します。
３．物資配給は在宅避難を含めた避難者全員に配布できる数が　
 　　確保できるまで配布されません。
４．生活に最小限必要な品を入れた非常持ち出し袋などのを
　　準備して、避難所に向かいましょう(家族、ご近所）。
５．避難スペースは先着順ではありません。避難所運営者の指示に従ってください。
６．生活の和を乱さないよう、避難所ルールを守りましょう。
７．清掃は避難者の皆さんが交代でおこないます。
８．飲酒・タバコは禁止です。
９．要配慮者(高齢者、障がい者、妊産婦の方などへの心配りが必要です。

在宅（自社オフィス）で避難の場合

避難所で避難の場合

⑥

神路地区の自治会館の役割
施設名 役　　　割

神路ふれあい会館災��策��の�点であり、平時は�災��他の情���と相��⼝

神路憩の家 火災等で自宅で暮らせない場合、町会に届け出て、一時的(1週間を限度)に
無料で避難生活が可能。(町会は可能な支援を行う。)

　＊地震・暴風雨等の自然災害の避難施設としては利用不可



帰宅困難者心得10か条
1.あわてず騒がず、状況確認
2.携帯電話、携帯ラジオをポケットに
3.作っておこう帰宅地図（帰宅できない場合は地域の災害時避難所へ）
4.ロッカー開けたらスニーカー(防災グッズ)
5.机の中にチョコやキャラメル(簡易食糧)
6.事前に家族で話し合い(連絡手段、集合場所)
7.安否確認、災害用伝言ダイヤル、災害用伝言板や遠くの親戚
8.歩いて帰る訓練を
9.季節に応じた冷暖準備(携帯カイロやタオルなど)
10.声を掛け合い、助け合おう（地域の責任者の連絡先）

ガソリンスタンドやコンビニ
エンスストアなどでは、情報
の提供、トイレの利用、水道
水の提供などの帰宅支援サー
ビスが受けられます。

⑦

帰宅困難者の心得
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　災害時関連連絡先

東成区役所  ☎06-6977-9042   建設局田島工営所  道路　☎06-6751-5000

 東成警察署  ☎06-6974-1234　
 事件・事故110   田島管路管理  下水道　☎06-6751-5048

 夜間休日 ☎06-6947-7981　

 東成消防署  ☎06-6971-0119　
 火災救急119   東部環境事業センター  ☎06-6751-5311

 関西電力  ☎0880-777-3081   東成区医師会  ☎06-6974-2200

 大阪ガス  ガス漏れ
 ☎0120-019-424   東成区歯科医師会  ☎06-6974-0805

 NTT  電話の故障　☎113   神路小学校  ☎06-6981-2112

 水道局  お客様センター　
 ☎06-6458-1132   相生中学校  ☎06-6976-1941

神路地域活動協議会

企業等名 所在地 事業内容 協力内容

➀  K-Guard  神路4-8-1  警備業 労務・技術の提供/他災害対策
に必要な協力、支援 

➁  三和故銅株式会社  神路4-11-22 非鉄金属原料問屋 労務・技術の提供/資機材等の
提供

③  日本ニューマチック株式会社  神路4-11-5 建設機械製造販売
��材等の提供/�⾞場、�
�、��、オープンスペース
等の��の開�

➃  大和電気株式会社  神路3-3-19 銅及び銅合金の加工
全般

資機材等の提供/駐車場、倉
庫、客室、オープンスペース
等の施設の開放

病院名 所在地 電話

➀  東成病院  大今里西2-7-17  ☎06-6981-2508

➁  中本病院  中道4-13-12  ☎06-6972-2121

③  八木脳神経外科病院  東今里2-12-13  ☎06-6978-2307

➃  外科野崎病院  深江南2-20-15  ☎06-6971-3506

編集協力 大阪市東成区役所
神路地域活動協議会ホームホームページ　　

https://kamiji-tikatu.sakura.ne.jp/comm/お問い合わせ/

防災関係機関連絡先

編集・発行 

令和7年4月神路地域活動協議会　大阪市東成区大今里2-35-５☎06-6973-0136

災害時協力企業

 
災害医療協力病院

⑧


